
状
遺
構
三
二
条
、
掘
立
柱
建
物
三
七
棟
、
柵
二
条
、
竪
穴
住
居
跡
九
棟
、
井
戸
状
遺
構
二

基
、
堅
穴
状
遺
構
二
三
カ
所
）
に
つ
い
て
は
、　
そ
の
出
土
遺
物

（墨
書
土
器
―

「野

厨
」
「佐
野
厨
家
」
「駅
長
」
等
、　
木
簡
―
『木
簡
研
究
』
第
四
号
厩
報
告
、　
銅
印
―
印

文

「松
」

。
和
同
開
弥

・鉾
帝
具
―
丸
覇

・
巡
方

・餃
具
等
）
か
ら
佐
益

（野
）
郡
行

の
一
部
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

木
簡
の
削
屑
は
Ｎ
Ｓ
Ｄ
３
と
呼
ん
だ
溝
状
遺
構
の
壁
斜
面
に
密
着
し
て
発
見

さ
れ
た
。
こ
が
し
大
の
礫
を
貼
り
し
め
た
護
岸
施
設
と
階
段
状
の
張
り
出
し
施

設
を
有
し
、
溝
内
に
は
奈
良
時
代
後
半
を
主
体
と
す
る
土
器
片
（墨
書
土
器
を
含

む
）
が
多
量
に
集
積
し
て
い
た
。

３
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①
　
　
日
回
　
□
同
回

［山］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＯＯμ

偏
部
が
木
偏
と
思
わ
れ
る
一
字
は
、
或
い
は

「松
」
か
も
し
れ
な
い
。

９
　
関
係
文
献

建
設
省

・
静
岡
県

・
袋
井
市
教
育
委
員
会

『坂
尻
遺
跡
十

一
般
国
道

一
号
袋

井

ハヾ
イ
パ
ス
（袋
井
地
区
）
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
―
』
盆

九
八
五
年
）

（吉
岡
伸
夫
）

静
耐
・
秋
合
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
藤
枝
市
南
新
屋
字
白
山

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
）
一
一
月
―

一
九
八
五
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
藤
枝
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
八
木
勝
行

。
鈴
木
隆
夫

・
磯
部
武
男

５
　
】退
跡
の
種
類
　
官
衝
跡

６
　
遺
跡
の
時
代
　
奈
良
時
代
を
中
世

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

秋
合
遺
跡
は
、
国
指
定
史
跡
志
太
郡
衝
跡
よ
り
低
丘
陵
を
換
ん
で
東
側
に
隣

接
す
る
水
田
地
に
存
在
す
る
。　
一
九
七
八
年
の
調
査
に
よ
っ
て
掘
立
柱
建
物
や

】
　

井
戸
が
検
出
さ
れ
、
出
上
し
た

三
七
点
の
墨
書
土
器
の
内
容
か

ら
志
太
郡
衝
跡
と
き
わ
め
て
密

接
な
関
係
に
あ
る
遺
跡
と
し
て

注
目
さ
れ
た
。

細

　

一
九
七
九
年
以
来
、
秋
合
遺

山．
跡
の
性
格
把
握
と
範
囲
確
認
の

稼

た
め
の
調
査
を
実
施
し
て
き
た

が
、
今
回
の
第
四
次
調
査
に
よ



1984年出上の木簡

っ
て
奈
良
時
代
の
比
較
的
大
規
模
な
掘
立
柱
建
物
、
土
器
類
や
木
製
品
類
と
共

に
二
点
の
木
筒
を
発
見
し
た
。
木
簡
が
出
上
し
た
の
は
、
遺
跡
の
南
西
隅
で
、

当
時
の
低
湿
地
に
面
し
た
微
高
地
の
縁
部
で
あ
る
。
ω
は
遺
物
包
合
層
中
よ
り
、

②
は
掘
立
柱
建
物

（
ｓ
Ｂ
Ｏ
四
）
の
柱
穴
埋
土
中
よ
り
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

静
岡
ｏ
郡
遺
跡

所
在
地
　
　
　
静
岡
県
藤
枝
市
立
花
二
丁
目

調
査
期
間
　
　
第
三
次
調
査
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
）
一
〇
月
ぞ

一
九
八
五

年

一
月
、
第
四
次
調
査
　
一
九
八
四
年

一
一
月
を

一
九
八

五
年

一
月

発
掘
機
関
　
　
藤
枝
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
八
木
勝
行

・
鈴
木
隆
夫

・
磯
部
武
男

・
池
田
将
男

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
官
衛
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
―
平
安
時
代

。
中
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

郡
遺
跡
は
、
旧
東
海
道
に
沿

っ
て
延
び
る
藤
枝
市
衡
地

（宿

場
）
か
ら
少
し
東
側
に
は
ず
れ

た
立
花
地
区
に
位
置
し
て
い
る
。

頼
戸
川
の
つ
く
る
低
湿
地
に

面
し
た
沖
積
微
高
地
の
縁
辺
部

に
広
が
る
弥
生
時
代
中
期
か
ら

中
世
に
及
が
大
規
模
な
複
合
遺

跡
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
名
称

2  1

0          50m
l  ,  I  I  .  1

76543

劇
躙

嘲

〔巻
ヵ
〕

①

　

□
（釦Φ
・伽）
×
やヽ
×
∞
・伽　　〇∞Ｐ

〔不
ヵ
〕

②

　

□
不

（Φ中）
Ｘ
（］］，卜）
×
⇔　　〇∞Ｐ

二
点
共
に
両
端
を
折
ら
れ

た
細
片
で
あ
り
、
宇
攻
も
少

い
の
で
内
容
を
伺
う
こ
と
は

困
難
で
あ
る
が
、
②
は
「
不
」

の
文
字
が
二
字
連
続
す
る
可

能
性
も
あ
り
、
習
書
木
筒
の
一
部
と
み
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

藤
枝
市
教
育
委
員
会

『秋
合
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅲ
』
盆

九
八
五
年
）

（磯
部
武
男
）

(静 岡)




